
酒匂川の水生昆虫相

本邦非汚濁河川の基礎的研究一第1報

井 出 嘉 雄

1は し が き

1.研 究 目 的

わが国の河川の大部分は,鉱 工業排水および流域の都市化による都市排水のため,次 第に汚濁され

つつある。このままの状態がつづけば,本 邦の自然流河川(汚 濁されていない河川)は 次第に減少 し

て,わ が国本来の河川の水質と生物相の研究は将来出来得な くなるのではなかろうかとい う,心 配が

ある。

われわれ(東 京水産大,森 田良美,横 浜市立大学,福 島博,立 正女子大学,井 出嘉雄)は 従来から

鉱山排水汚濁河川や無機酸性汚濁河川の研究をつづけてきてお り,ま たそれについての報告 も出して

いるが,1970年 当初頃から標題のような,非 汚濁河川の基礎的研究を計画し,そ の第一着手として関

東地方所在の久慈川,片 品川,神 流川,酒 匂川の4河 川について,70年 度に予備調査 を実施 し,1971

年4月 には酒匂川の本調査を行なった。

この非汚濁河川の基礎的研究は,本 邦河川の水質お よび生物相の今 日の状態を正確に記録に止めて

おき,将 来汚濁されるか も知れない とい う予想の下に,そ の汚濁された ときとの比較に役立たせるた

めとい う目的 も含まれている。

2.酒 匂川の概況

酒匂川は富士山の東斜面,浅 間神社,御 殿場口登山道付近の湧水地帯の水を集め,東 流 して御殿場

に至 り,こ こより東北に流れ,静 岡県小山町に至る。つぎに流路を東に変え,途 中北より流れてくる

河内川を合流し,さ らに松田町で川音川を合わせ,東 南の方向に,流 路を変えて,小 田原市東方で相

模湾に流入している。

小田原市北端では右方より流れて くる狩川 も合流 している。河内川合流までの酒匂川は鮎沢川と呼

び,そ の後は酒匂川と呼んでy・る。

御殿場町および小山町の西方の富士火山の裾野は,最 近畑作地帯が次第に工場地帯へと変容 しつつ

あるが,現 在のところ,そ れらの工場群からの排水は鮎沢川本流には以下に述べるように,ほ とんど

影響がないようである。

河内川を併せた酒匂川は約5km流 下して,山 北町付近から平原地帯に出る。この付近から河口ま

での主として右側地帯,す なわち狩川流路の左側地帯は各種の工場が発達してお り,そ れらの工場排

水のための魚類の斃死等の事故が小部分的には時々発生 しているが,酒 匂川本流については,あ まり

そのような事故が起きていないようである。
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上流から河口まで,こ の河はアユのよく生育する河川であり,関 東地方ではアユの好漁場河川 とさ

れ ている。

以上のような概況の酒匂川本流および関係支河川について,わ れわれは1970年 の予備調査,1971年

4月 の本調査を実施 したが,水 質(森 田担当),藻 類相(福 島担当)の 詳細については後 日それぞれ

が,報 告することに して,こ こでは水生昆虫相の調査結果について得た,2,3の 知見を報告する。

本報告 を草するにあた り,現 地調査に協力された横浜市立大学学生諸氏,資 料整理に協力された都

立大泉高等学校荒井徹夫氏お よび71年4月 採水 した水の分析を実施 していただき,そ の結果を筆者に

供与して くれた,東 京都玉川浄水管理事務所々長小島貞男氏,同 所員有賀勣氏に対 し厚 く御礼申し上

げ る。

H調 査地点および調査方法

調査 地点は,図1,表1に 示 した ようである。 すなわ ち酒匂川本流 に8,関 係 支河川 に7の 合計15

地 点 を設定 し,1970年5月 お よび11月 は 上流 よ りst.1,st:2,st.4,st.7お よびst.T-3の5地 点

の予備 調査 を実施 し,1971年4月 初旬 にst.2以 下 の本 流お よび関係支河川につい て2日 間で調査 を

実 施 した。

表1配 匂川調査環境要因(1970.1971.)

st.No.

1

2

4

7

'T -3

1

2

4

7

T-3

2

3

4

5

6

7

S

T-1

T-2

T-3

T-4

T-5

T-6

T-7

調査地点名

鮎沢川最上流
(御殿場上合)

〃(足 柄駅下流)

〃(諸 淵)

酒匂川(富 士道橋)

河 内川末端

鮎沢川最上流

〃(足 柄駅下流)

〃(諸 淵)

酒匂川(富 士道橋)

河 内川末端

鮎沢川(足 柄駅下流)

〃(東 電取水下流)

〃(諸 淵)

酒匂川(大 口橋上流)

〃(新 十文字橋)

〃(富 士道橋)

〃(酒 匂橋)

打越沢

須川下流

河内川末端

内川(内 山)

川音川(松田高校前)

狩川(渡 場橋)

〃(最 下流)

年 月 日 時 間 気 温 水 温 pH

pH. RpH.

流 速
cm/sec

'70
.V.1917.20

0Z5.50

011.50

10.35

012.15

16.0

22.0

28.0

24.0

28.0

13.5

15.5

15.0

17.0

18.0

7.4

7.5

7.4

7.s

8.6

45

80

60

60

50

'70
.x[.28

〃

〃

〃

〃

15.30

14.30

11.00

9.30

11.30

12.0

13.3

14.5

14.-0

1s.o

1a.0

13.5

12.0

12.7

12.1

7.2

7.4

7.4

7.3

7.3

7.4

7.6

7.6

7.5

7.5

70

65

75

75

75

'71
.jV.7

〃

'71
.N.6

〃

〃

〃

〃

10.YO

14.00

17.00

1s.10

15.30

13.40

9:40

20.5

14.6

15.2

16.0

16.5

16.8

16.z

11.s

16.2

13.5

1s.s

12.5

12.5

13.0

7.6

7.8

7.4

7.4

7.6

7.4

7.4

7.6

7.8

7.6

7.6

7.?

7.6

7.6

75

50

60

60

60

90

60

'71
.N.7

〃

'71
.jV.6

N.7

〃 工V.6

〃IV.7

〃N.6

11.10

11.45

17..3:0

15.00

14.20

15.20

11.05

14.5

15.a

14.0

15.0

17.5

14.9

17.0

12.5

14.5

13.0

14.2

14.5

14.2

14.5

7.4

?.5

7.4

7.4

7.4

7.4

7.4

7.6

7.6

7.6

7.5

7.6

7.5

7.6

60

65

80

50

85

70

70
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最上流の調査地点st.1御 殿場上合付近は海抜約480mで あり,最 下流までの距離は約35kmで あ

る。

各調査地点では,気 温,水 温,pH,RpHお よび表面流速を測定し,水 質分析用の採水・底生生物

の採集を行なった。

採水は河流のなるべ く中央部の流心のところを選び,そ の分析は森田が分担し・一部は東京都玉川

浄水場長小島貞男氏に依頼 した。藻類相の採集および研究は福島が分担し,底 生動物の採集および研

究は井出が分担 した。すなわち定量採集は,GG40の 網でサーバーネ ットを作成し,30cm×30cmの

コオ ドラー トを用い,各 地点とも似た瀬の部分(流 速50cm～1.3m/secの 間で,水深30cm～20cm,

石礫はこぶ しない し西瓜大のところ)に おいて,そ れぞれ5回 ずつ採集 した。生物体,ゴ ミ,小 砂礫

は現地で選別せず,そ のままホルマリン固定をして研究室に持ち帰 り,研 究室では白色磁製のバット

中で,動 物,ゴ ミ,砂 礫を選別 して拾い分げた。

図1酒 匂川水系調査地点図

皿 水温水質について

表1は1970年 の2回 の予備調査および71年4月 の調査のとき現地で測定 した数値が示 してある。

水温は調査当日の晴雨の関係 と1日 の時間帯によって差があることはもちろんであるが,こ の調査

のときは3回 とも晴天であったので,時 間帯による差が大きく関係 していると思われるが,マ クロに

見た場合に,5月 中 ・下旬になると上流 と中 ・下流の温度差がはっきり出るようになって,下 流にな

る程水温は上昇するとい うことになる。4月 初旬は上 ・中 ・下流の温度差はあまり認められず,同 様

のことが11月 下旬でもい うことができる。 本流のst.4諸 淵の水温はいつのときも他の地点より大体

低温を示 している。この地点は発電所の放水口の近 くであって,数kmの 地下導水路を通過 してきた

とい うことが原因しているのである。

pHは7.2～8.6の 問にあって,大 部分の地点は7.4～7.5を 示している。本邦の通常河川のpHと 同
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様であって,こ の点からも異常河川 とい うことはないことを示 している。

一般水質の分析値を 表2に 示 してある。 この分析は小島貞男,有 賀勣両氏に 依頼 した ものであっ

て,い ずれ両氏から別の機会に詳細な解説があると思 うが,概 要を述べると次のようである。表で解

るように,全 調査地点 とも重金属の溶存は地点によって少 しのバラツキはあるが,こ の程度では本邦

通常清水河川と同様の河川 とい うことができる。

表2酒 匂川水系の水質1971.工V.分 析者:小 島貞男,有 賀 勣

st.No.

2

3

4

5

6

7

8

T-1

T-2

T-3

T-4

T-5

T-6

T-7

調査 地 点

鮎沢川
(足柄駅下流)
ク

(東電取水下流)
〃(諸 淵)

酒匂川
(大口橋上流)
〃(新十文字橋)

〃(富 士道橋)

〃(酒 匂橋)

打 越沢

須川下流

河内川末端

内川(内 山)
川 音川
(松田高校前)

狩川(渡 場橋)

〃 最下流

日 時 轜 率オン・・オン・・最ム蔆
1寉 凌

1)塩素 イ硫酸イカルシマグネシ
鉄6) 銅・・ 亜鉛・・召芸,} 臭 気

4/710.1011250

14.oo‐

4/617.0012100

016.1012250

15.3012100

013.40 .12300

9.4012200

4/711.1012100

-,11 .45-

4/6.17.3011850

4/715.00-

4/614.2012500

4/715.2016350

4/611.0512450

X5.25.530.217.2

26.614.030.221.5

30.816.038.817.2

9.817.5.30.225.8

18.413.038.812.9

12.619.534.538.8

12.63.030.2-17.2

50.4-18.5.43.18.6

21.015.038.817.2

40.60.021.68.6

12.6 .16.038.817.2

0.28

1.32

0.30

0.70

1.00

..

2.16

0.0

1.60

0.10

1:.

0.01

0.oz

o.00

0.02

0.03

0.05

0.of

o.of

O.01

0.04

0.02

生 ぐさ00

藻

00木 材,甘 味

・・{購(樹 脂)

00甘 味

00枯 葉,藻

・・侏驫 鮨>
00木 材,甘 味

・・ 籍(樹 脂〉

・・ 葉霧(樹脂〉

・・ 谿 虻

00枯 葉,土

1)単 位MU/cm4)5)EDTA法7)9)原 子吸光分光法

2)硝 酸銀法 単位ppM総 硬度一カルシウム硬度=マ 単位ppM

3)塩 化バリウム法 単位ppMグ ネシウム硬度8)ジ ンコン法で行なったが,

単位ppMCaCO3換 算値 妨害があるようなので分析値

6)オ ルトフェナントロリン法 を載せてない

単位ppM

塩素イオン濃度はほとんどの地点が12.6PPM以 上を示 しており,と ころによっては30.8PPMを 示

している。水成岩地帯 より流出する河川に比較 して高い数値を示 しているのは,こ の地帯一帯お よび

上流部が富土火山系の噴出物の推積地帯であることに原因していると思 うが,詳 細な研究は後 日にゆ

ずりたい。

硫酸イオン濃度,カ ルシウム硬度,マ グネシウム硬度の数値にも多少のバラツキはあるが,各 地点

とも表に示す値は通常清水河川と同様である。

要するに酒匂川水系の水質は火山岩系統に原因するための,塩 素イオン濃度が高い他は本邦通常清

水河川と変わ りがない とい うことができる。

IV水 生昆 虫相 につ いて

酒匂川本流および関係支河川の15の 調査地点から,1970年5月,11月 および71年4月 の3回 の調査

において出現した,水 生昆虫はi毛 翅 目13種,蜉 蝣目17種,積 翅 目9種,双 翅 目5種,そ の他の水生
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表3酒 匂川水系水生昆虫目別種類数および総個体数比較 (1970.1971)

調
査
地
点

St,

1

2

調
査
年
月
ノ70
.V

〃x正

ノ70
.V

〃X[

'71
.N

目 別 種 類 数 分 布

毛翅目 蜉馴 襯 目陣 目1その他of種 数

7

8

9

8

3

3

3

4

2

7

24

30

6

5

9

7

4

5

0

1

2

2

2

2

'2

2

2

17

14

20

総個体数/
50cm2

:/:

2708

1740

1260

.,.

Beck-Tsuda法

A
生物指数S
2A十B

13

17

11

13

37

47

8

6

11

9

8

9

25

20

31

3[・7・ ・酬5 11 2 2 1 2157214 7 35

d

ノ70
.V

〃)豆

'71
.N

3

F

5

3

R

3

0

1

0

2

3

3

1

4

2

9

×7

13

510

936

420

3

7

2

6

10

11

12

24

15

5 〃 7 7 2 2 2 20 62810 10 30

6 〃 5 10 1 2 2 20176411 9 31

7

ノ70
.V

〃X[

ノ71
.】V

2

5

6

5

4

9

0

1

0

2

2

3

2

1

3

11

13

21

772

・・.

2420

4

5

11

7

8

io

15

18

32

8 〃 5 8 0 3 6 22226410 12 32

T-1 8 9 3 4 4 28 199615 13 43

T-2 1 0 0 4 2 76760 7 7

T-3

ノ70
.V

〃)鉦

ノ71
.N

4

5

7

7

5

9

1

3

2

3

2

3

4

0

4

19

15

25

780

980

3028

10

9

15

9

6

10

29

24

40

T-4 5 7 1 3 7 23440 12 11 35

T-5レ 6 11 2 3 2 24 366814 io 38

T-61" 8 10 1 2 4 25 2004 14 11 39

T-7〃 5 7 0 3 7 221532 9 1s 31

昆虫8種,環 形動物3種,渦 虫類2種,貝 類2種,魚 類1種 の合計60種 である。(表3お よび表4参 照)

1.目 別種類数の分布について

本邦の通常清水河川に出現する水生昆虫の目別種類数の構成比率を作成 して見ると,第1位 または

第2位 に種類数の多い目は,毛 翅 目または蜉蝣目であって,第1位 が毛翅 目であれば,第2位 は蜉蝣

目であ り,ま たその反対に第1位 蜉蝣目,第2位 毛翅 目という場合 もある。第3位,第4位 に積翅 目,

双翅 目とな り,第5位 は大体の場合他の目の合計の種類 というようになっているのが通常の型である・

この順位が変わっている場合は,そ の調査地点は物理的な河床の状態とか,水 質的とかに何らか異

常がある地点であろうとい うことは,筆 者の多 くの調査結果から結論づけることができる。

以上の通則によって,こ の酒匂川の全調査地点の3回 または1回 の調査結果を表3に ついて考察す
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る と次 の ようであ る。

すなわち上述の第1位,第2位 毛翅 目または蜉蝣 目,第3位,第4位,積 翅 目または双翅 目とい う

通則 と異な ってい る地点は,st.4(70年11月 採 集),st.7(70年5月),st.8(71年4月),st.T-2(71

年4月),st.T-4(71年4月),st.T-7(71年4月)の6回 の調査の場合であ り,そ の他の18回 の

調査は通則 と同様であ る。

異常であ る各々の地点の要 因につい ては次 の採 集総個 体数 の場合 と併せ て詳説す ること とす る。

2.採 集総個体数について

表3,表4に 示してある総個体数は河床面積50c㎡ 中に出現 した個体数であり,表4の 各種類毎の

数字 も同 じ面積中の個体数である。

全調査地点の採集回数は24回 であって,そ の中1000個 体以上の回数は14回,1000個 体以下は10回 で

ある。

個体数の少ない10回 の地点は次のようである。st.3小 山町東電取水下流(572個 体),st.4諸 淵(510

個体,936個 体,420個 体),st.5大 口橋上流(628個 体),st.7富 士道橋の70年5月(772個 体),st.T

-2須 川下流(676個 体) ,st.T-3の70年 調査(780個 体,980個 体),st.T-4内 川(内 山上流)

(440個体)で ある。

以上7地 点10回 の採集の場合 と,前 出目別種類数分布の異常地点6地 点6回 の採集の場合 との要因

について,各 地点毎に観察し考察した結果を要約すると次のようである。

a)St.3小 山町東電取水下流……・」・山町東端鮎沢川東電取水用 ダムの下流約100mの 地点である。

調査当日はダム上流からは全然河水は流れておらず,調 査地点の河水は,ダ ムの僅かの滲透水と両岸

からの滲出水のみであった。河床の礫はこぶ し大から西瓜大のものも多く,水 生昆虫の棲所 としては

良好のところであるが,上 述のようにダムの直下であるために水が増加 したり,少 なくなったりとい

う不恒常性の所である。目別種類数の構成は正常である点から見ると清水河川であるが,生 産力は上

記の理由で少な くなっているのである。

b)st.4諸 淵……前にも述べたように,発 電後の放流水が本流に流入してから約100m下 流の調査

地点である。それより30m程 流下すると左側 より河内川が合流 しておる。採集個所の選定範囲が限定

されている地帯であって,径7pcm～50cm程 の大礫が多 く,水 底の礫が,こ ぶ し大ないし西瓜大で流

速が50cm～150cm,水 深20cm～30cmと い うような個所が見当たらない とい うところであるとい う

ことと,発 電所の放流水 とい うことから,水 量の変化 も多く水生昆虫の棲所としては悪い条件の地点

である。その結果は生産力が悪 くな り,3回 の調査 とも個体数は1000個 体以下とな り,特 に70年11月

の場合は 目別種類数の分布構成も他と異なる結果となっているが,水 質的には異常はない地点である

と判定する。

c)st.5大 口橋上流……鮎沢川,河 内川合流後の酒匂川が小田原の平原に出る付近で,酒 匂川扇状

地の扇央部の調査地点である。河中には1m～2mの 大礫が多 く,こ ぶ し大ない し西瓜大の礫が乏し

い所で,採 集地点としてはよくない所であった。 したが って生産力は悪 く,定 量的よりむしろ定性的

採集のような結果となったため,572個 体 ときわめて少ない個体数であるが,目 別種数の分布は正常
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であるので,水 質的には異常はないと判定する。

d)st.7本 流富士道橋上流……酒匂川 としては最下流部 といってもよい地点である。3回 調査 した

が,出 現種類数 としては21種～11種 とバラツキ・が多い地点とい うことになる。

いずれの河川でも,流 路の途中で田用水 とか工業用水,あ るいは発電用水として他に引水 したり時

には中止 したりすることがあるので,下 流になる程その河川本来の上流 よりの河流は時に多 く時に少

な くなるとい うよ うに増減の幅の多いのが常である。

70年5月 の場合に,目 別種類数の分布の,異 常 と個体数が772と 少ない とい うことは,お そらく,

上流 よりの水の供給が比較的少な く,下 流部のやや汚濁された水が比較的に多く流れていた とい うよ

うなことがあって,そ のために上述のような結果 となったのであろ うと想像される。70年11月 および

71年4月 の場合は表3,表4で 見るように,両 回とも目別分布 も総個体数 も正常河川 と何ら異なって

いない。

しか しながら上記のようにバラツキが多い とい う原因については後 日詳細な調査 と研究が必要であ

ると思 う。

e)st.8本 流酒匂橋……表3の 目別種類数の構成比率は5,8,0,3,6の 順になっているが,表4

を詳 しく見れば解るように,水 生昆虫のみから見ると,5,8,0,3,2と なっていて,通 常河川と変

わりがない構成である。ただErpobdella,Tubifex等 が出現している ことから判定すると,有 機的

にやや汚れている地点とい うことができる。

f)st.T-2須 川下流……小山町中央部の人家の密集地帯を流れて くるので,家 庭下水の流入が多

い河川で,水 中にはSphaerotilus群 集が川底全体に生育 してお り,1回 の採集で,サ ーバーネ ットが

目づまりする程である。水中には瀬戸物,ポ リ容器等の破片が多 く,魚や野菜の くずも多い とい う,有

機的に強 く汚濁されている強腐水性の水域である。鮎沢川本流の流水量と比較 した場合に1/50～1/70

程度の流量であるので本流の下流部にはほとんど汚れの影響は出ていない。

9)st.T-3河 内川末端……1970年 の2回 の調査は鮎沢川合流点より約100m上 流で実施 した。こ

の付近は砂利取 りや河床の整理が度々実施される所であるので,時 に濁流が流れたり,ま た礫等が動

かされることもあるとい う採集地点としては悪い条件のところであった。その結果は目別種類数の分

布においてもあま り良い河川のよ うには出現せず,か つ個体数が780,980と1000個 体を下廻 っている

生産力の悪い地点であるとい う結果が出たので,71年4月 の調査時には,こ の地点より約700m遡 っ

た付近で,河 床の変化のない所を選定して調査を実施 した。その結果は表3,表4で わかるように,

目別種類数の分布 も総個体数 も,通 常清水河川の 良好の河川と何ら変わ りない 良い河であるとい う

ことができる。

このことからわかるよ うに,砂 利取 り,河 床変更等が行なわれている地点は,そ の河本来の姿を見

るためには極力さけるべきであることを,あ らためて教えられる。

h)st.T-4内 川(内 山上流)……川幅約15m,流 れ幅3m～4mの 小河川で,水 田等の間を流下 して

きていて,礫 も比較的少なく,砂 泥質の部分 も多 くあった。さらにこの付近は人家のゴミの捨場とな

っている。表4を 詳 しく見るとわかるように,水 生昆虫のみの目別分布では5,7,1,3,4と なって

いて正常分布の形式をとってはいるが,砂 泥の部が多 くて礫の少ないことと,水 量が少な くかつゴミ
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等の捨て場であるとい う点から生産力は少ない結果となっている。また昆虫以外のTubifex,Semis-

ulcospira等 が出現 していることから,有 機的の汚濁が存在しているものと理解する。

i)st.T-7狩 川最下流…∵・酒匂川に合流する直前100m程 のところで調査 した。5,7,0,3,7

とその他の ものが7種 と正常分布と異なっている。上流のst.T-6と 比較 して,上 流は通常清流河川

の型式であるが,異 常の様相を現わ した原因は流路の途中の 各種工場の排水の 流下のためと判断す

る。

以上目別種類数の分布型式の異常の地点お よび総個体数の少ない地点について,そ の原因と思われ

図2生 物指数の比較

ることについて述べてきた。しかしながら上記の

地点以外の調査地点および採集回数においては,

表3,表4で わかるように通常清水河川の様相を

示 しているのであって,酒 匂川本流全体はマクロ

に見た場合,本 邦河川の中では清水河川の部類に

属する河川 とい うことができる。

3.生 物 指数について

各調査地 点に出現 した種類 を,汚 濁 に 耐 え る

ことので き な い 種(lntolerantspecies)をA

と し,汚 濁 に耐え ることの できる 種(Tolerant

species)をBと して,2A+Bで あ らわす,Beck-

Tsudaの 方 法 で算 出した。その結果 の数値 は表3

に あ り,そ れ を図示す ると図2の よ うになる。

津 田氏 のBioticindexに 基 づ く汚濁 の階級表 の

>20は 清 冽,11～19は や や汚濁,6～10は か な り

汚濁,0～5は きわめて汚濁 としてい ることを,

表3お よび 図2に あ てはめ て見 ると,次 の ことが

い える。

st.T-2は 指数7,st.4は70年5月 の場合指数

12,70年11月 の 場合指数15,St,7は70年5月 の場

合指数15,70年11月 の場 合18の5回 以外は全て指

数20以 上 で清 冽な河川 とい うこ とにな る。st.T-

2は 前 に も述べたよ うに人家 の家庭下水のため で

あ り,st.4の 場 合 は発電放流水 の直後 で水量 の不

恒常性 と大礫 のみが多い とい う物理的 の環境 の悪

い とい うことであ り,st.7は 下 流部 の水質 のバラ

ツキのためである と解釈するこ とが できる。かっ

T-2以 外 の地点はいずれ も指数 は12以 上 であっ
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てやや汚濁 とい う汚濁階級にも属 しているのであって,前 にも度々述べたように,酒 匂川は小部分的

にはやや汚濁されている所 と時 もあるが,ほ とんど清冽な河川であるといえる。

4.主 要水生昆虫の信頼度90°oの出現率

一つの調査地点で出現 した種類数がx種 であった場合に,各 種類 とも平均に個体数が分布 している

と仮定すると,平 均出現率は100/x%と い うことにな り,こ れを平均出現率 として,各 地点毎に,図

3,図4に 縦線に図示してある。その平均出現率よりも出現比率の多い種の信頼度90%の 比率範囲の

ものを横線で図示した場合,縦 線 より右方(比 率の多い方)に 横線がある場合はそれらの種を優 占種

とした。以上のように して,出 現率の90°o信頼区間を図示すると,図3(1970年)と 図4(1971年)

mr≧jrナ 宀 スv/d丶 ノ い一'くト.7(yo

-・つ の調査地 点で
,第1位 に優 占に出現 する種類 と,第2位 に優 占的 に出現す る種類,第3位,第

4位 …… と順々に,そ の出現 比率の表 または図を作成 して見る と(こ の場合 図3,図4)次 の ことが

い え る。

a)そ の 地点が生物 の棲所 として,正 常清水 河川 であればある程,1位,2位,3位 ・・…・と順 々に

減少 して行 くとい う漸 減型式 とな ってお り,異 常があ る地点は,1位,2位,3位 … … と1位 は極端

に多 く,2,3位 とな るに従 って急激に減少 してい るとい う型 をとっているのが本邦 河川 の通例 であ

る。

b)ま た,縦 線の平均 出現率の線 よ り右 方(比 率の多い方)に 出現比 率範囲のある種類 の数が 多い

程,こ れ もまた正常清水河川 であ り,少 ない もの程棲 所 と しては悪い方に傾 いている とい うこともで

きる。

上記a)の こ とを基 に して,図3,図4を 見た場合,第1位 の優先の ものか ら,第2位,第3位 …

… と漸 減型式 をとる正常の ものを挙 げる と
,st.1お よびst.5とst.T-1は 典 型的 な 漸減 型式 とな っ

て棲所 と して良好な地点 であ り,特 に悪い環境の ところはst.3お よびst.T-2と な ってい る。

またb)の こ とを基に して,図3,図4を 見た場合,縦 線 よ り右方に8種 あ るものは,st.T-1で

あ り,st.3お よびst.T-2は1種 のみであ って,こ れについ では,st.4の 場 合の2回 の2種 のみ と

な ってい る。

以上二つの ことを総合 して,結 論 を出すな らば,st.T-2は 生 物の棲 所 として悪U・地点 であ り,そ

れにつづい ては,st.3お よびst.4が 第2番 目に悪い地点である とい える。st.1お よびst.T-1は 特

に 良好 の地 点であ り,そ の他 の中間の地点は まず通常の河川の環境であ るとい うことがで きる。

すなわち,生 物指数 の項 で述べた よ うに,酒 匂川は,小 部分的には時に汚濁 されてい た り,物 理 的

に棲所 としての問題 のある地点 もあるが,全 体 と しては,本 邦河川の平 常清水 河川である とい うこと

がで きる。

V摘 要

以上述べてきたことを要約 して結論とすると次のようになる。

(1)酒 匂川を本邦非汚濁河川の一つとして,1970年 と1971年 にわたって本流に8地 点,関 係支河川
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に7地 点の15地点を設定 して調査をした。

(2)酒 匂川水系全体から採集された水生昆虫は52種,そ の他8種 の合計60種 である。

(3)各 調査地点毎に出現 した種類数を表示 して見ると,大 部分の地点は20種 以上であって,酒 匂川

水系全体は生産力の多い河川であるといえる。

(4)ま た各地点毎の総個体数 も,河 床面積50c㎡ 当たり大部分が1000個 体以上であって,上 記同様

生産力が多い河川であるといえる。

(5)生 物指数を算出すると,ほ とんどの地点が指数20以 上を示 して清冽なる河川の様相であ り,指

数10以 下の地点はst.T-2の みである。

(6)酒 匂川は河口(st.8)に おいても,生 物指数32を 示す清冽なる河川である。

(7)主 要水生昆虫の信頼度90°oの出現率表を作成 した場合,第1位 出現種,第2位 出現種,第3位,

第4位 と順々に漸減型式を示す場合は,ほ とんど正常清水河川であるとい うことができる。

(8)上 記と反対に第1位 より第2位 へ と急激に減少する地点は何らかの異常のある河川であるとい

える。

参 考 文 献

1)町 田 喜弘,井 出嘉 雄,福 島博 ほか:八 ケ岳 硫 黄 鉱 山 開発 に伴 う千 曲川 の 水 質 変 化 と水 産 用 水 と して の基 準

に つ い て,1,2(1955,1957)

2)井 出嘉 雄:日 本 陸 水学 会 大 会 第27回 講 演(1962/

3)〃:〃 第29回 〃(1964)

4)〃:〃 第31回 〃(1966)

5)〃:〃 第32回 〃(1967)

6)〃:〃 第33回 〃(1968)

7)〃:〃 第38回 〃(1970)

8)福 島博:〃 第29回 〃(1964)

9)〃:〃 第35回 〃(1970)

10)御 勢久 右 衛 門:陸 水雑21.1(1960)

11)〃:淡 水 生 物7.18(1961)

12)井 出,.::,福 島:用 水 と廃 水8.12(1966)

13)津 田松 苗:淡 水生 物7(1961)

14)〃:淡 水 生 物 学(1964)

15)小 泉清 明 ほ か:鉱 工 業 廃 水 の河 川 生 物 に及 ぼ す 影 響 な らび に鉱 コニ業 廃 水 の 生 物 学 的 処 理 の研 究(1967)

16)福 島博:相 模 川 の藻 類 植 生 と水 質 汚 濁(神 奈 川 県)(1971)

17)津 田松 苗:水 生 昆 虫学(1962)

(56)



表4酒 匂川水系の水生昆虫分布表(数 字は50c㎡ 中の個体数)1970年V月 皿月,1971年1V月 調査
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図3 酒匂川水系の主要水生昆虫の信頼度90%の 出現率(図 中縦線は平均出現rを 示す) (1970年5月11月)
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図4 酒匂川水系の主要水生昆虫の信頼度90%の 出現率(図中縦線は平均出現率を示す)
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